大阪府条例第　　　号

府吏員退隠料等条例の一部を改正する条例
　府吏員退隠料等条例（昭和九年大阪府条例第四号）の一部を次のように改正する。

　次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に傍線で示すように改正する。

	改正後
	改正前

	
	

	目次

第一章　総則（第一条―第十五条ノ四）
第二章　退隠料（第十六条―第二十五条ノ六）
第三章　退職給与金（第二十六条―第二十七条ノ七）
　第四章　遺族扶助料（第二十八条―第三十六条ノ三）
　附則

第一条　府吏員及府吏員ニ準ズベキ者並ニ其ノ遺族ハ本条例ノ定ムル所ニ依リ退隠料、通算退職年金、増加退隠料、退職給与金、傷病給与金、返還一時金、遺族扶助料、通算遺族年金、一時扶助金及死亡一時金（以下退隠料等ト云フ）ヲ受クルノ権利ヲ有ス

本条例ニ於テ府吏員トハ次ニ掲クルモノヲ謂フ但シ地方自治法の一部を改正する法律（平成十八年法律第五十三号）ニ依ル改正前ノ地方自治法（昭和二十二年法律第六十七号）第百七十二条第一項ニ規定スルその他の職員及之ニ準ズルモノ並ニ国家公務員共済組合法の長期給付に関する施行法（昭和三十三年法律第百二十九号）第三十一条第一項ノ規定ニ依リ国家公務員共済組合法（昭和三十三年法律第百二十八号）ノ長期給付ニ関スル規定ノ適用ヲ受クルモノヲ除ク
　一　地方自治法第二百四条第一項ニ規定スル職員但シ恩給法ノ一部ヲ改正スル法律（昭和二十二年法律第七十七号）附則第十条並ニ恩給法等の一部を改正する法律（昭和二十五年法律第百八十四号）附則第十項及第十一項ノ規定ニ依リ恩給法（大正十二年法律第四十八号）ノ規定ノ準用ヲ受クル者ヲ除ク
　二　（略）
三　教育公務員特例法（昭和二十四年法律第一号）第二条及教育公務員特例法施行令（昭和二十四年政令第六号）第九条第一項ニ規定スル府立学校（旧制専門学校ヲ含ム）ノ学長、校長、部局長、教員（次項ニ規定スル講師及助教諭ヲ除ク）、助手及養護助教諭（次項ニ規定スル養護助教諭ヲ除ク）（以下教育職員ト云フ）但シ教育公務員特例法附則第二条ノ規定ニ依リ恩給法ノ規定ノ準用ヲ受クル者ヲ除ク
四　大阪府大学条例を廃止する条例（平成十六年大阪府条例第五十五号）ニ依ル廃止前ノ府立大学（旧制専門学校ヲ含ム）ノ事務吏員及技術吏員並ニ其ノ他ノ府立学校ノ事務職員但シ公立大学に置かれた文部事務官等の身分上の措置に関する法律（昭和二十五年法律第八十一号）第三項及地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和三十一年法律第百六十二号）附則第十六条ノ規定ニ依リ恩給法ノ規定ノ準用ヲ受クル者ヲ除ク
　本条例ニ於テ府吏員ニ準ズベキ者トハ府立高等学校ノ常時勤務ニ服スルコトヲ要スル講師
並ニ学校教育法等の一部を改正する法律（平成十八年法律第八十号）第一条ノ規定ニ依ル改正前ノ学校教育法（昭和二十二年法律第二十六

号）ニ規定スル盲学校、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(ろう),聾)学校及養護学校ノ助教諭、養護助教諭及常時勤務ニ服スルコトヲ要スル講師（以下準教育職員ト云フ）ヲ謂フ
第三条　府吏員ノ在職年ハ就職ノ月ヨリ之ヲ起算シ退職又ハ死亡ノ月ヲ以テ終ル

退職後再就職シタルトキハ前後ノ在職年月数ハ之ヲ合算ス但シ通算退職年金、退職給与金又ハ一時扶助金ノ基礎ト為ルベキ在職年ニ付テハ前ニ通算退職年金又ハ退職給与金ノ基礎ト為リタル在職年其ノ他ノ前在職年ノ年月数ハ之ヲ合算セズ

府費負担教職員退職年金及び退職一時金条例（昭和二十六年大阪府条例第五十一号）第一条第二項ニ規定スル府費負担教職員タリシ者府吏員又ハ準教育職員ト為リタルトキハ其ノ府費負担教職員（同条第四項ニ規定スル準教育職員ヲ除ク）トシテノ在職年ハ府吏員トシテノ在職年ト看做シ同項ニ規定スル準教育職員トシテノ在職年ハ準教育職員トシテノ在職年ト看做ス退職シタル月ニ於テ再就職シタルトキハ再在職ノ在職年ハ再就職ノ月ノ翌月ヨリ之ヲ起算ス

明治三十二年六月以前ヨリ任命セラレタル者ノ在職年ハ同年七月ヨリ起算ス

準教育職員引続キ教育職員ト為リタルトキハ教育職員トシテノ就職ニ接続スル其ノ勤続年月数ノ二分ノ一ニ相当スル年月数ハ之ヲ在職年ニ通算ス
第三条ノ二　昭和二十二年四月一日ヨリ昭和二十四年九月三十日マデノ間ニ於テ大阪府地方労働委員会ノ事務局長、幹事及書記（以下書記等ト云フ）トシテ在職シ引続キ府吏員ト為リタル者ノ書記等トシテノ在職期間ハ之ヲ府吏員トシテノ在職年ニ通算ス

地方自治法の一部を改正する法律（昭和三十一年法律第百四十七号）附則第十項ノ規定ニ依リ引続キ大阪市ノ職員ト為リ更ニ引続キ府吏員ト為リタル者ノ同市ノ退職年金及退職一時金ニ関スル条例ノ適用ヲ受クル在職期間ハ之ヲ府吏員トシテノ在職年ニ通算ス地方自治法施行令（昭和二十二年政令第十六号）第百七十四条の五十五第一項第三号ニ掲グル公団等（以下公団等ト云フ）設立ノ際現ニ府吏員トシテ在職スル者引続キ公団等ノ役員又ハ職員（以下役職員ト云フ）ト為リ更ニ引続キ府吏員ト為リタルトキ（公団等設立ノ際現ニ府吏員トシテ在職スル者引続キ府吏員トシテ在職シ引続キ公団等役職員ト為リ更ニ引続キ府吏員ト為リタルトキヲ含ム）ハ其ノ者ニ給スベキ退隠料ニ付テハ公団等役職員トシテノ在職期間ヲ府吏員トシテノ在職年ニ通算ス

前項ノ規定ハ公団等役職員ト為ルマデノ府吏員トシテノ在職年ガ退隠料ニ付テノ最短受給年限ニ達スル者ニ付テハ適用セズ

第三項ノ規定ノ適用ヲ受クル者第十七条ノ二ノ規定ノ適用ニ付テハ公団等役職員トシテノ就職ヲ再就職ト看做ス
第四条　次ニ掲グル期間ハ在職年数中ヨリ除算ス

一―三　（略）

四　警察法（昭和二十九年法律第百六十二号）附則第二十三項ノ規定ニ依リ同法ニ依ル改正前ノ警察法（昭和二十二年法律第百九十六号）附則第七条第六項ノ規定ニ該当スル府吏員トシテノ在職年月数
休職、停職等現実ニ職務ヲ執ルヲ要セザル在職期間ニシテ一月以上ニ亘ルモノ及恩給法ノ適用ヲ受クル官職ト併職スル期間ニシテ一月以上ニ亘ルモノハ在職年ノ計算ニ於テ之ヲ半減ス但シ地方自治法第二百五十二条の十七第一項ノ規定ニ基キ派遣セラレタル府吏員ニ付テハ此ノ限ニ在ラズ
第五条　本条例ニ於ケル退職当時ノ俸給年額ノ計算ニ付テハ次ノ特例ニ従フ

一・二　（略）
退職ノ際休職、停職等ノ事情ニ依リ本来給セラルベキ俸給ニ比シ一時的ニ少額ヲ給セラレ又ハ一時的ニ俸給ヲ支給セラレザル場合ニ於ケル退職当時ノ俸給ノ計算ニ付テハ本来給与セラルベキ俸給額ニ依ル

転職ニ依ル俸給ノ増額ハ之ヲ昇給ト看做シ第一項ノ規定ヲ準用ス実在職期間一年未満ナルトキハ、俸給ノ関係ニ於テハ就職前モ就職当時ノ俸給ヲ以テ在職シタルモノト看做シ計算ス

本条例ニ於テ退職当時ノ俸給月額トハ退職当時ノ俸給年額ノ十二分ノ一ニ相当スル金額ヲ謂フ
第九条　年金タル退隠料等（通算遺族年金ヲ除ク）ヲ受クルノ権利ヲ有スル者次ノ各号ノ一ニ該当スルトキ（通算退職年金ヲ受クルノ権利ヲ有スル者ニ在リテハ第二号又ハ第三号ニ該当スルトキヲ除ク）ハ其ノ権利消滅ス

一―三　（略）
退隠料ヲ受クルノ権利ヲ有スル者在職中ノ職務ニ関スル犯罪（過失犯ヲ除ク）ニ因リ禁錮以上ノ刑ニ処セラメタルトキハ其ノ権利消滅ス但シ其ノ在職ガ退隠料ヲ受ケタル後ニ為サレタルモノナルトキハ其ノ再在職ニ因リテ生ジタル権利ノミ消滅ス
第十条　第十四条ニ規定スル裁定者（以下裁定者ト云フ）ハ年金タル退隠料等ヲ受クルノ権利ヲ有スル者ニ付其ノ権利ノ存否ヲ調査ス
第十一条　府吏員次ノ各号ノ一ニ該当スルトキハ其ノ引続キタル在職ニ付退隠料、通算退職年金又ハ退職給与金ヲ受クルノ資格ヲ失フ
　一・二　（略）

第十四条　退隠料等ヲ受クルノ権利ノ裁定ハ次ノ区分ニ依ル

一　地方自治法第百九十一条第一項ニ規定スル選挙管理委員会書記及其ノ遺族ニ係ル分ニ付テハ選挙管理委員会委員長之ヲ裁定ス

二　地方自治法第百三十八条第三項ニ規定スル議会ノ事務局長及書記並ニ其ノ遺族ニ係ル分ニ付テハ府議会議長之ヲ裁定ス

三　地方自治法第二百条第三項ニ規定スル監査委員ノ事務局書記及其ノ遺族ニ係ル分ニ付テハ監査委員之ヲ裁定ス

四―七　（略）
第十五条　府吏員ハ毎月其ノ俸給ノ百分ノ二ニ相当スル金額ヲ府ニ納付スベシ
第十五条ノ四　退隠料等ヲ受クルノ権利ヲ有スル者死亡ニ因リ其ノ退隠料等ヲ受クルノ権利ガ消滅シタルニ拘ラズ其ノ死亡ノ日ノ属スル月ノ翌月以後ノ分トシテ当該退隠料等ノ過誤払ガ行ハレタル場合ニ於テ当該過誤払ニ依ル返還金ニ係ル債権（以下返還金債権ト云フ）ニ係ル債務ノ弁済ヲ為スベキ者ニ支払フベキ退隠料等アルトキハ当該退隠料等ノ支払金ノ金額ヲ当該過誤払ニ依ル返還金債権ノ金額ニ充当スルコトヲ得
第十七条　退隠料ノ年額ハ次ノ如シ

在職年十四年以上十五年未満ニシテ退職シタルトキハ退職当時ノ俸給年額ノ百五十分ノ五十ニ相当スル金額トシ十四年以上一年ヲ増ス毎ニ百五十分ノ一ニ相当スル金額ヲ加ヘタル金額トス但シ在職年四十年ヲ超ユル者ニ給スベキ退隠料年額ハ之ヲ在職年四十年トシテ計算ス又在職年十四年未満ノ者ニ給スベキ退隠料ノ年額ハ在職年十四年トシテ計算ス

退隠料ノ年額ニ付テハ恩給法第六十条第二項ニ規定スル普通恩給ノ年額ノ改定ノ例ニ依リ改定ス
第二十一条　退隠料ヲ受クル者再就職シ失格原因ナクシテ退職シ次ノ各号ノ一ニ該当スルトキハ退隠料ヲ改定ス

　一―三　（略）

第二十四条　退隠料権ノ基礎ト為リタル在職年中恩給権ノ基礎ト為ルベキ在職金アルトキハ其ノ在職年ハ退隠料権ノ基礎ト為リタル在職年ヨリ除算シ退隠料ヲ改定ス

前項ノ在職年ノ除算ヲ為シタル場合ニ於テ退隠料年限ニ達セザルトキハ之ニ退職給与金ヲ給ス
第二十五条　退隠料（府費負担教職員退職年金及び退職一時金条例ノ規定ニ依ル退職年金ヲ含ム）ハ之ヲ受クル者府吏員トシテ就職スルトキハ就職ノ月ノ翌月ヨリ退職ノ月迄之ヲ停止ス但シ実在職期間一月未満ナルトキハ此ノ限リニ在ラズ
第二十五条ノ二　退隠料及増加退隠料ハ之ヲ受クル者三年以下ノ懲役又ハ禁錮ノ刑ニ処セラレタルトキハ其ノ月ノ翌月ヨリ其ノ執行ヲ終リ又ハ執行ヲ受クルコトナキニ至リタル月迄之ヲ停止ス但シ刑ノ全部ノ執行猶予ノ言渡ヲ受ケタルトキハ之ヲ停止セズ刑ノ一部ノ執行猶予ノ言渡ヲ受ケタルトキハ其ノ刑ノ内執行ガ猶予サレザリシ部分ノ期間ノ執行ヲ終リ又ハ執行ヲ受クルコトナキニ至リタル月ノ翌月以降ハ之ヲ停止セズ之等ノ言渡ヲ猶予ノ期間中ニ取消サレタルトキハ取消ノ月ノ翌月ヨリ刑ノ執行ヲ終リ又ハ執行ヲ受クルコトナキニ至リタル月迄之ヲ停止ス
第二十五条ノ三　退隠料ハ之ヲ受クル者四十五歳ニ満ツル月迄ハ其ノ全額、四十五歳ニ満ツル月ノ翌月ヨリ五十歳ニ満ツル月迄ハ其ノ千分ノ五、五十歳ニ満ツル月ノ翌月ヨリ五十五歳ニ満ツル月迄ハ其ノ十分ノ三ヲ停止ス

退隠料ニ増加退隠料又ハ傷病給与金ヲ併給スル場合ニハ前項ノ規定ニ依ル停止ハ之ヲ為サズ

公務ニ起因セザル傷痍疾病第十九条又ハ第二十七条ノ二第一項ニ規定スル程度ニ達シ之ガ為退職シタル場合ニハ退職後五年間第一項ノ規定ニ依ル停止ハ之ヲ為サズ

前項ノ期間満了ノ六月迄傷痍疾病回復セザル者ハ裁定者ニ対シ同項ノ期間ノ延長ヲ請求スルコトヲ得此ノ場合ニ於テ其ノ者ノ傷痍疾病尚前項ニ規定スル程度ニ達スルモノナルトキハ第一項ニ規定スル停止ハ引続キ之ヲ為サズ
第二十六条　府吏員在職年三年以上十四年未満ニシテ退職シタルトキハ之ニ退職給与金ヲ給ス但シ次条第一項ノ規定ニ依リ計算シタル金額ナルトキ又ハ増加退隠料ヲ給セラルル場合ハ此ノ限リニ在ラズ

三年未満ノ任期満了ニ依リ退職スルモノニ付テハ前項ノ規定ヲ準用ス

第十六条第二項ノ規定ハ第一項ノ場合ニ付之ヲ準用ス
第二十七条ノ六　第二十七条第一項ノ退職給与金ノ支給ヲ受ケタル者（同項ノ規定ニ依リ計算シタル退職給与金ノ金額ナキ者ヲ含ム）ガ再ビ府吏員ト為リ退職シタル場合ニ於テ退隠料ヲ受クルノ権利ヲ有スル者ト為リタルトキハ返還一時金ヲ給ス

前項ノ返還一時金ノ金額ハ其ノ退職シタル者ニ係ル第二十七条第一項第二号ニ掲グル金額（其ノ額ガ同項第一号ニ掲グル金額ヲ超ユルトキハ同号ニ掲グル金額以下次条第一項及第三十六条ノ二第二項ニ於テ同ジ）ニ其ノ者ガ前ニ退職シタル日ノ属スル月ノ翌月カラ後ニ退職シタル日ノ属スル月ノ前月迄ノ期間ニ応ズル利子ニ相当スル金額ヲ加ヘタル金額トス

前項ニ規定スル利子ハ複利計算ノ方法ニ依ルモノトシ其ノ利率ハ年五・五パーセントトス

第十七条ノ五第三項ノ規定ハ第二十七条第一項ノ退職給与金ノ支給ニ係ル退職ガ二回以上アル者ノ返還一時金ノ額ニ付テ準用ス

第二十七条第三項ノ規定ハ第一項ノ返還一時金ノ支給ヲ受ケタル者ニ付テ準用ス
第二十八条　府吏員次ノ各号ノ一ニ該当スルトキハ其ノ遺族ニ遺族扶助料ヲ給ス

一・二　（略）
本条例ニ於テ遺族トハ府吏員ノ祖父母、父母、配偶者、子及兄弟姉妹ニシテ府吏員ノ死亡ノ当時之ニ依リ生計ヲ維持シ又ハ之ト生計ヲ共ニシタルモノヲ謂フ

府吏員死亡ノ当時胎児タル子出生シタルトキハ前項ノ規定ノ適用ニ付テハ府吏員死亡ノ当時之ニ依リ生計ヲ維持シ又ハ之ト生計ヲ共ニシタルモノト看做ス但シ第三十四条ノ二ノ場合ニ在リテハ府吏員ノ親族ニシテ旧厚生年金保険法第五十九条ノ規定ニ依リ旧厚生年金保険法ノ遺族年金ヲ受クルコトヲ得ル者ニ相当スルモノヲ謂フ
第二十九条　遺族扶助料ノ年額ハ之ヲ受クル者ノ人員ニ拘ラズ次ノ各号ニ依ル

一―三　（略）
前項第二号及第三号ニ規定スル場合ニ於テ遺族扶助料ヲ受クル者ニ扶養遺族アルトキハ恩給法第七十五条第二項ノ規定ニ依ル扶助料ノ年額ノ加給ノ例ニ依リ遺族扶助料ノ年額ニ加給ス

前項ノ扶養遺族トハ遺族扶助料ヲ受クル者ニ依リ生計ヲ維持シ又ハ之ト生計ヲ共ニスル府吏員ノ祖父母、父母、未成年ノ子又ハ身体若ハ精神ニ障害アリ生活資料ヲ得ルノ途ナキ成年ノ子ニシテ遺族扶助料ヲ受クベキ要件ヲ具フルモノヲ謂フ

遺族扶助料ノ年額ニ付テハ恩給法第七十五条第一項ニ規定スル扶助料ノ年額ノ改定ノ例ニ依リ改定ス

第二項ノ規定ニ依ル加給ヲサレタル遺族扶助料ニ付テハ其ノ年額ヲ恩給法第七十五条第二項ノ規定ニ依ル扶助料ノ加給ノ年額ノ改定ノ例ニ依リ改定ス
第三十二条　府吏員ノ死亡後遺族次ノ各号ノ一ニ該当スルトキハ遺族扶助料ヲ受クルノ資格ヲ失フ
　一・二　（略）

第三十三条　遺族扶助料ヲ受クル者三年以下ノ懲役又ハ禁錮ノ刑ニ処セラレタルトキハ其ノ月ノ翌月ヨリ其ノ刑ノ執行ヲ終リ又ハ其ノ執行ヲ受クルコトナキニ至リタル月迄遺族扶助料ヲ停止ス但シ刑ノ全部ノ執行猶予ノ言渡ヲ受ケタルトキハ之ヲ停止セズ刑ノ一部ノ執行猶予ノ言渡ヲ受ケタルトキハ其ノ刑ノ内執行ガ猶予サレザリシ部分ノ期間ノ執行ヲ終リ又ハ執行ヲ受クルコトナキニ至リタル月ノ翌月以降ハ之ヲ停止セズ之等ノ言渡ヲ猶予ノ期間中ニ取消サレタルトキハ取消ノ月ノ翌月ヨリ刑ノ執行ヲ終リ又ハ執行ヲ受クルコトナキニ至リタル月迄之ヲ停止ス
　遺族扶助料ヲ給セラルベキ者一年以上所在不明ナルトキハ同順位者又ハ次順位者ノ申請ニ依リ裁定者ハ所在不明中遺族扶助料ノ停止ヲ命ズルコトヲ得
夫ニ給スル遺族扶助料ハ其ノ者六十歳ニ満ツル月迄之ヲ停止ス但シ身体若ハ精神ニ障害アリ生活資料ヲ得ルノ途ナキ者又ハ府吏員ノ死亡ノ当時ヨリ身体若ハ精神ニ障害アル者ニ付テハ此等ノ事情ノ継続スル間ハ此ノ限ニ在ラズ

　前三項ノ遺族扶助料停止ノ事由アル場合ニ於テハ停止期間中遺族扶助料ハ同順位者アルトキハ当該同順位者ニ同順位者ナク次順位者アルトキハ当該次順位者ニ之ヲ転給ス
第三十四条　遺族次ノ各号ノ一ニ該当スルトキハ遺族扶助料ヲ受クルノ権利ヲ失フ

一　配偶者婚姻シタルトキ又ハ遺族以外ノ者ノ養子ト為リタルトキ
二―四　（略）
届出ヲ為サザルモ事実上婚姻関係ト同様ノ事情ニ入リタルト認メラルル遺族ニ付テハ裁定者ハ其ノ者ノ遺族扶助料ヲ受クルノ権利ヲ失ハシムルコトヲ得
第三十六条ノ三　地方公務員等共済組合法施行令の一部を改正する等の政令（昭和六十一年政令第五十七号）第二条ノ規定ニ依ル廃止前ノ通算年金通則法の規定に基づく地方公務員の取扱いに関する政令（昭和三十六年政令第三百八十九号）第四条ニ規定スル者デ第十七条ノ五第一ノ例ニ依リ算定シタル金額ニ一時恩給ノ給与事由ノ生ジタル日ニ於ケル年齢ニ応ジ別表ニ定ムル率ヲ乗ジテ得タル金額ヲ一時恩給ノ支給ヲ受ケタル後六十日以内ニ府ニ納付シタルモノ又ハ其ノ遺族ハ第二十七条第一項ニ規定スル退職給与金ヲ受ケタル者又ハ其ノ遺族ト看做シ本条例中府吏員ニ対スル通算退職年金、通算遺族年金、返還一時金及死亡一時金ニ関スル規定ヲ適用ス此ノ場合ニ於テ第十七条ノ四各号列記以外ノ部分中「十四年」トアルノハ恩給法第六十七条第一項ノ規定ニ依ル一時恩給ノ支給ヲ受ケタル者ニ在リテハ「十七年」ト同法第七十条第一項ノ規定ニ依ル一時恩給ノ支給ヲ受ケタル者ニ在リテハ「十二年」ト第二十七条ノ六第二項中「前ニ退職シタル日」トアリ又ハ前条第二項中「退職シタル日」トアルノハ「地方公務員等共済組合法施行令の一部を改正する等の政令第二条ノ規定ニ依ル廃止前ノ通算年金通則法の規定に基づく地方公務員の取扱いに関する政令第五条ニ定ムル金額ヲ府ニ納付シタル日」ト読替ヘルモノトス
別表（第二十七条、第三十六条ノ三関係）　（略）
	第一条　府吏員及府吏員ニ準ズベキ者並ニ其ノ遺族ハ本条例ノ定ムル所ニ依リ退隠料、通算退職年金、増加退隠料、退職給与金、傷病給与金、返還一時金、遺族扶助料、通算遺族年金、一時扶助金及死亡一時金（以下退隠料等ト云フ）ヲ受クルノ権利ヲ有ス

本条例ニ於テ府吏員トハ左ニ掲クルモノヲ謂フ但シ地方自治法（昭和二十二年法律第六十七号）第百七十二条ニ規定スル「その他の職員」及ビ之ニ準ズルモノ並ニ国家公務員共済組合法の長期給付に関する施行法（昭和三十三年法律第百二十九号）第三十一条第一項ノ規定ニ依リ国家公務員共済組合法（昭和三十三年法律第百二十八号）ノ長期給付ニ関スル規定ノ適用ヲ受クルモノヲ除ク
　一　地方自治法第二百四条第一項ニ規定スル職員但シ昭和二十二年法律第七十七号附則第十条及ビ昭和二十五年法律第百八十四号附則第十項、第十一項ノ規定ニ依リ恩給法ノ規定ノ準用ヲ受クル者ヲ除ク
　二　（略）

三　教育公務員特例法（昭和二十四年法律第一号）第二条並ニ同法施行令（昭和二十四年政令第六号）第二条第一項及同令第三条ニ規定スル府立学校（旧制専門学校ヲ含ム）ノ学長、校長、部局長、教員（第三項ニ規定スル講師及助教諭ヲ除ク）、助手及養護助教諭（第三項ニ規定スル養護助教諭ヲ除ク）（以下教育職員ト云フ）但シ教育公務員特例法附則第三十八条ノ規定ニ依リ恩給法ノ規定ノ準用ヲ受クル者ヲ除ク
四　府立大学（旧制専門学校ヲ含ム）ノ事務吏員及技術吏員並ニ其ノ他ノ府立学校ノ事務職員但シ公立大学ニ置カレタ文部事務官等ノ身分上ノ措置ニ関スル法律（昭和二十五年法律第八十一号）第三項及地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和三十一年法律第百六十二号）附則第十六条ノ規定ニ依リ恩給法ノ規定ノ準用ヲ受クル者ヲ除ク
　本条例ニ於テ府吏員ニ準ズベキ者トハ府立高等学校ノ常時勤務ニ服スルコトヲ要スル講師
並ニ盲学校、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(ろう),聾)学校及養護学校ノ助教諭、養護助教諭及常時勤務ニ服スルコトヲ要スル講師
（以下準教育職員ト云フ）ヲ云フ
第三条　府吏員ノ在職年ハ就職ノ月ヨリ之ヲ起算シ退職又ハ死亡ノ月ヲ以テ終ル

退職後再就職シタルトキハ前後ノ在職年月数ハ之ヲ合算ス但シ通算退職年金、退職給与金又ハ一時扶助金ノ基礎ト為ルベキ在職年ニ付テハ前ニ通算退職年金又ハ退職給与金ノ基礎ト為リタル在職年其ノ他ノ前在職年ノ年月数ハ之ヲ合算セズ

府費負担教職員退職年金及び退職一時金条例（昭和二十六年大阪府条例第五十一号）第一条ニ規定スル府費負担教職員タリシ者府吏員又ハ準教育職員ト為リタルトキハ其ノ府費負担教職員（同条ニ規定スル準教育職員ヲ除ク）トシテノ在職年ハ府吏員トシテノ在職年ト看做シ同条ニ規定スル準教育職員トシテノ在職年ハ準教育職員トシテノ在職年ト看做ス退職シタル月ニ於テ再就職シタルトキハ再在職ノ在職年ハ再就職ノ月ノ翌月ヨリ之ヲ起算ス
明治三十二年六月以前ヨリ任命セラレタル者ノ在職年ハ同年七月ヨリ起算ス

準教育職員引続キ教育職員ト為リタルトキハ教育職員トシテノ就職ニ接続スル其ノ勤続年月数ノ二分ノ一ニ相当スル年月数ハ之ヲ在職年ニ通算ス
第三条ノ二　昭和二十二年四月一日ヨリ昭和二十四年九月三十日マデノ間ニ於テ大阪府地方労働委員会ノ事務局長、幹事及書記（以下書記等ト云フ）トシテ在職シ引続キ府吏員トナリタル者ノ書記等トシテノ在職期間ハ之ヲ府吏員トシテノ在職年ニ通算ス

地方自治法の一部を改正する法律（昭和三十一年法律第百四十七号）附則第十項ノ規定ニ依リ引続キ大阪市ノ職員ト為リ更ニ引続キ府吏員ト為リタル者ノ同市ノ退職年金及退職一時金ニ関スル条例ノ適用ヲ受クル在職期間ハ之ヲ府吏員トシテノ在職年ニ通算ス地方自治法施行令（昭和二十二年政令第十六号）第百七十四条の五十五第一項第四号ニ掲グル公団等（以下公団等ト云フ）設立ノ際現ニ府吏員トシテ在職スル者引続キ公団等ノ役員又ハ職員（以下役職員ト云フ）ト為リ更ニ引続キ府吏員ト為リタルトキ（公団等設立ノ際現ニ府吏員トシテ在職スル者引続キ府吏員トシテ在職シ引続キ公団等役職員ト為リ更ニ引続キ府吏員ト為リタルトキヲ含ム）ハ其ノ者ニ給スベキ退隠料ニ付テハ公団等役職員トシテノ在職期間ヲ府吏員トシテノ在職年ニ通算ス

前項ノ規定ハ公団等役職員ト為ルマデノ府吏員トシテノ在職年ガ退隠料ニ付テノ最短受給年限ニ達スル者ニ付テハ適用セズ

第三項ノ規定ノ適用ヲ受クル者第十七条ノ二ノ規定ノ適用ニ付テハ公団等役職員トシテノ就職ヲ再就職ト看做ス
第四条　左ニ掲グル期間ハ在職年数中ヨリ除算ス

一―三　（略）

四　警察法（昭和二十九年法律第百六十二号）附則第二十三項ノ規定ニヨリ旧警察法附則第七条第六項ノ規定ニ該当スル府吏員トシテノ在職年月数
休職、停職等現実ニ職務ヲ執ルヲ要セザル在職期間ニシテ一月以上ニ亘ルモノ及恩給法ノ適用ヲ受クル官職ト併職スル期間ニシテ一月以上ニ亘ルモノハ在職年ノ計算ニ於テ之ヲ半減ス但シ地方自治法第二百五十二条の十七第一項ノ規定ニ基キ派遣セラレタル府吏員ニ付テハ此ノ限ニ在ラズ
第五条　本条例ニ於ケル退職当時ノ俸給年額ノ計算ニ付テハ左ノ特例ニ従フ

一・二　（略）
退職ノ際休職、停職等ノ事情ニ依リ本来給セラルベキ俸給ニ比シ一時的ニ少額ヲ給セラレ又ハ一時的ニ俸給ヲ支給セラレザル場合ニ於ケル退職当時ノ俸給ノ計算ニ付テハ本来給与セラルベキ俸給額ニ依ル

転職ニ依ル俸給ノ増額ハ之ヲ昇給ト看做シ第一項ノ規定ヲ準用ス実在職期間一年未満ナルトキハ、俸給ノ関係ニ於テハ就職前モ就職当時ノ俸給ヲ以テ在職シタルモノト看做シ計算ス

本条例ニ於テ退職当時ノ俸給月額トハ退職当時ノ俸給年額ノ十二分ノ一ニ相当スル金額ヲ謂フ
第九条　年金タル退隠料等（通算遺族年金ヲ除ク）ヲ受クルノ権利ヲ有スル者左ノ各号ノ一ニ該当スルトキ（通算退職年金ヲ受クルノ権利ヲ有スル者ニ在リテハ第二号又ハ第三号ニ該当スルトキヲ除ク）ハ其ノ権利消滅ス

一―三　（略）
退隠料ヲ受クルノ権利ヲ有スル者在職中ノ職務ニ関スル犯罪（過失犯ヲ除ク）ニ因リ禁錮以上ノ刑ニ処セラメタルトキハ其ノ権利消滅ス但シ其ノ在職ガ退隠料ヲ受ケタル後ニ為サレタルモノナルトキハ其ノ再在職ニ因リテ生ジタル権利ノミ消滅ス
第十条　第十四条ニ規定スル裁定者（以下裁定者ト称ス）ハ年金タル退隠料等ヲ受クルノ権利ヲ有スル者ニ付其ノ権利ノ存否ヲ調査ス
第十一条　府吏員左ノ各号ノ一ニ該当スルトキハ其ノ引続キタル在職ニ付退隠料、通算退職年金又ハ退職給与金ヲ受クルノ資格ヲ失フ
　一・二　（略）

第十四条　退隠料等ヲ受クルノ権利ノ裁定ハ左ノ区分ニ依ル

一　地方自治法第百九十一条ノ規定ニ依ル選挙管理委員会書記及其ノ遺族ニ係ル分ニ付テハ同委員会長之ヲ裁定ス
二　地方自治法第百三十八条ノ規定ニ依ル議会ノ事務局長及書記並ニ其ノ遺族ニ係ル分ニ付テハ府会議長之ヲ裁定ス

三　地方自治法第二百条ノ規定ニ依ル監査委員ノ事務ヲ補助セシムル書記及其ノ遺族ニ係ル分ニ付テハ監査委員之ヲ裁定ス

四―七　（略）
第十五条　府吏員ハ毎月其ノ俸給ノ百分ノ二ニ相当スル金額ヲ本府ニ納付スベシ
第十五条ノ四　退隠料等ヲ受クルノ権利ヲ有スル者死亡ニ因リ其ノ退隠料等ヲ受クルノ権利ガ消滅シタルニ拘ラズ其ノ死亡ノ日ノ属スル月ノ翌月以後ノ分トシテ当該退隠料等ノ過誤払ガ行ハレタル場合ニ於テ当該過誤払ニ依ル返還金ニ係ル債権（以下返還金債権ト称ス）ニ係ル債務ノ弁済ヲ為スベキ者ニ支払フベキ退隠料等アルトキハ当該退隠料等ノ支払金ノ金額ヲ当該過誤払ニ依ル返還金債権ノ金額ニ充当スルコトヲ得
第十七条　退隠料ノ年額ハ左ノ如シ

在職年十四年以上十五年未満ニシテ退職シタルトキハ退職当時ノ俸給年額ノ百五十分ノ五十ニ相当スル金額トシ十四年以上一年ヲ増ス毎ニ百五十分ノ一ニ相当スル金額ヲ加ヘタル金額トス但シ在職年四十年ヲ超ユル者ニ給スベキ退隠料年額ハ之ヲ在職年四十年トシテ計算ス又在職年十四年未満ノ者ニ給スベキ退隠料ノ年額ハ在職年十四年トシテ計算ス

退隠料ノ年額ニ付テハ恩給法第六十条第二項ニ規定スル普通恩給ノ年額ノ改定ノ例ニ依リ改定ス
第二十一条　退隠料ヲ受クル者再就職シ失格原因ナクシテ退職シ左ノ各号ノ一ニ該当スルトキハ退隠料ヲ改定ス

　一―三　（略）

第二十四条　退隠料権ノ基礎トナリタル在職年中恩給権ノ基礎トナルベキ在職金アルトキハ其ノ在職年ハ退隠料権ノ基礎トナリタル在職年ヨリ除算シ退隠料ヲ改定ス

前項ノ在職年ノ除算ヲ為シタル場合ニ於テ退隠料年限ニ達セザルトキハ之ニ退職給与金ヲ給ス
第二十五条　退隠料（府費負担教職員退職年金及ビ退職一時金条例ノ規定ニ依ル退職年金ヲ含ム）ハ之ヲ受クル者府吏員トシテ就職スルトキハ就職ノ月ノ翌月ヨリ退職ノ月迄之ヲ停止ス但シ実在職期間一月未満ナルトキハ此ノ限リニ在ラズ
第二十五条ノ二　退隠料及増加退隠料ハ之ヲ受クル者三年以下ノ懲役又ハ禁錮ノ刑ニ処セラレタルトキハ其ノ月ノ翌月ヨリ其ノ執行ヲ終リ又ハ執行ヲ受クルコトナキニ至リタル月迄之ヲ停止ス但シ刑ノ執行猶予ノ言渡ヲ受ケタルトキハ之ヲ停止セズ其ノ言渡ヲ取消サレタルトキハ取消ノ月ノ翌月ヨリ刑ノ執行ヲ終リ又ハ執行ヲ受クルコトナキニ至リタル月迄之ヲ停止ス
第二十五条ノ三　退隠料ハ之ヲ受クル者四十五歳ニ満ツル月迄ハ其ノ全額、四十五歳ニ満ツル月ノ翌月ヨリ五十歳ニ満ツル月迄ハ其ノ千分ノ五、五十歳ニ満ツル月ノ翌月ヨリ五十五歳ニ満ツル月迄ハ其ノ十分ノ三ヲ停止ス

退隠料ニ増加退隠料又ハ傷病給与金ヲ併給スル場合ニハ前項ノ規定ニ依ル停止ハ之ヲ為サズ

公務ニ起因セザル傷痍疾病第十九条又ハ第二十七条ノ二第一項ニ規定スル程度ニ達シ之ガ為退職シタル場合ニハ退職後五年間第一項ノ規定ニ依ル停止ハ之ヲ為サズ

前項ノ期間満了ノ六月迄傷痍疾病回復セザル者ハ第十四条ニ規定スル裁定者（以下裁定者ト謂フ）ニ対シ同項ノ期間ノ延長ヲ請求スルコトヲ得此ノ場合ニ於テ其ノ者ノ傷痍疾病尚前項ニ規定スル程度ニ達スルモノナルトキハ第一項ニ規定スル停止ハ引続キ之ヲ為サズ
第二十六条　府吏員在職年三年以上十四年未満ニシテ退職シタルトキハ之ニ退職給与金ヲ給ス但シ次条第一項ノ規定ニ依リ計算シタル金額ナルトキ又ハ増加退隠料ヲ給セラルル場合ハ此ノ限リニ在ラズ

三年未満ノ任期満了ニヨリ退職スルモノニ付テハ前項ノ規定ヲ準用ス

第十六条第二項ノ規定ハ第一項ノ場合ニ付之ヲ準用ス
第二十七条ノ六　第二十七条第一項ノ退職給与金ノ支給ヲ受ケタル者（第二十七条第一項ノ規定ニ依リ計算シタル退職給与金ノ金額ナキ者ヲ含ム）ガ再ビ府吏員ト為リ退職シタル場合ニ於テ退隠料ヲ受クルノ権利ヲ有スル者ト為リタルトキハ返還一時金ヲ給ス

前項ノ返還一時金ノ金額ハ其ノ退職シタル者ニ係ル第二十七条第一項第二号ニ掲グル金額（其ノ額ガ同項第一号ニ掲グル金額ヲ超ユルトキハ同号ニ掲グル金額以下次条第一項及第三十六条ノ二第二項ニ於テ同ジ）ニ其ノ者ガ前ニ退職シタル日ノ属スル月ノ翌月カラ後ニ退職シタル日ノ属スル月ノ前月迄ノ期間ニ応ズル利子ニ相当スル金額ヲ加ヘタル金額トス

前項ニ規定スル利子ハ複利計算ノ方法ニ依ルモノトシ其ノ利率ハ年五・五パーセントトス

第十七条ノ五第三項ノ規定ハ第二十七条第一項ノ退職給与金ノ支給ニ係ル退職ガ二回以上アル者ノ返還一時金ノ額ニ付テ準用ス

第二十七条第三項ノ規定ハ第一項ノ返還一時金ノ支給ヲ受ケタル者ニ付テ準用ス
第二十八条　府吏員左ノ各号ノ一ニ該当スルトキハ其ノ遺族ニ遺族扶助料ヲ給ス

一・二　（略）
本条例ニ於テ遺族トハ府吏員ノ祖父母、父母、配偶者、子及兄弟姉妹ニシテ府吏員ノ死亡ノ当時之ニ依リ生計ヲ維持シ又ハ之ト生計ヲ共ニシタルモノヲ謂フ

府吏員死亡ノ当時胎児タル子出生シタルトキハ前項ノ規定ノ適用ニ付テハ府吏員死亡ノ当時之ニ依リ生計ヲ維持シ又ハ之ト生計ヲ共ニシタルモノト看做ス但シ第三十四条ノ二ノ場合ニ在リテハ府吏員ノ親族ニシテ旧厚生年金保険法第五十九条ノ規定ニ依リ旧厚生年金保険法ノ遺族年金ヲ受クルコトヲ得ル者ニ相当スルモノヲ謂フ
第二十九条　遺族扶助料ノ年額ハ之ヲ受クル者ノ人員ニ拘ラズ左ノ各号ニ依ル

一―三　（略）
前項第二号及第三号ニ規定スル場合ニ於テ遺族扶助料ヲ受クル者ニ扶養遺族アルトキハ恩給法第七十五条第二項ノ規定ニ依ル扶助料ノ年額ノ加給ノ例ニ依リ遺族扶助料ノ年額ニ加給ス

前項ノ扶養遺族トハ遺族扶助料ヲ受クル者ニ依リ生計ヲ維持シ又ハ之ト生計ヲ共ニスル府吏員ノ祖父母、父母、未成年ノ子又ハ身体若ハ精神ニ障害アリ生活資料ヲ得ルノ途ナキ成年ノ子ニシテ遺族扶助料ヲ受クベキ要件ヲ具フルモノヲ謂フ

遺族扶助料ノ年額ニ付テハ恩給法第七十五条第一項ニ規定スル扶助料ノ年額ノ改定ノ例ニ依リ改定ス

第二項ノ規定ニ依ル加給ヲサレタル遺族扶助料ニ付テハ其ノ年額ヲ恩給法第七十五条第二項ノ規定ニ依ル扶助料ノ加給ノ年額ノ改定ノ例ニ依リ改定ス
第三十二条　府吏員ノ死亡後遺族左ノ各号ノ一ニ該当スルトキハ遺族扶助料ヲ受クルノ資格ヲ失フ
　一・二　（略）
第三十三条　遺族扶助料ヲ受クル者三年以下ノ懲役又ハ禁錮ノ刑ニ処セラレタルトキハ其ノ月ノ翌月ヨリ其ノ刑ノ執行ヲ終リ又ハ其ノ執行ヲ受クルコトナキニ至リタル月迄遺族扶助料ヲ停止ス但シ刑ノ執行猶予ノ言渡ヲ受ケタルトキハ之ヲ停止セズ
遺族扶助料ヲ給セラルベキ者一年以上所在不明ナルトキハ同順位者又ハ次順位者ノ申請ニ依リ裁定者ハ所在不明中遺族扶助料ノ停止ヲ命ズルコトヲ得

夫ニ給スル遺族扶助料ハ其ノ者六十歳ニ満ツル月迄之ヲ停止ス但シ身体若ハ精神ニ障害アリ生活資料ヲ得ルノ途ナキ者又ハ府吏員ノ死亡ノ当時ヨリ身体若ハ精神ニ障害アル者ニ付テハ此等ノ事情ノ継続スル間ハ此ノ限ニ在ラズ

前三項ノ遺族扶助料停止ノ事由アル場合ニ於テハ停止期間中遺族扶助料ハ同順位者アルトキハ当該同順位者ニ同順位者ナク次順位者アルトキハ当該次順位者ニ之ヲ転給ス
第三十四条　遺族左ノ各号ノ一ニ該当スルトキハ遺族扶助料ヲ受クルノ権利ヲ失フ

一　配偶者婚姻シタルトキ又ハ遺族以外ノ者ノ養子トナリタルトキ
二―四　（略）
届出ヲ為サザルモ事実上婚姻関係ト同様ノ事情ニ入リタルト認メラルル遺族ニ付テハ裁定者ハ其ノ者ノ遺族扶助料ヲ受クルノ権利ヲ失ハシムルコトヲ得
第三十六条ノ三　地方公務員等共済組合法施行令の一部を改正する等の政令（昭和六十一年政令第五十七号）第二条ノ規定ニ依ル廃止前ノ通算年金通則法の規定に基づく地方公務員の取扱いに関する政令（昭和三十六年政令第三百八十九号）第四条ニ規定スル者デ第十七条ノ五第一ノ例ニ依リ算定シタル金額ニ一時恩給ノ給与事由ノ生ジタル日ニ於ケル年齢ニ応ジ別表ニ定ムル率ヲ乗ジテ得タル金額ヲ一時恩給ノ支給ヲ受ケタル後六十日以内ニ本府ニ納付シタルモノ又ハ其ノ遺族ハ第二十七条第一項ニ規定スル退職給与金ヲ受ケタル者又ハ其ノ遺族ト看做シ本条例中府吏員ニ対スル通算退職年金、通算遺族年金、返還一時金及死亡一時金ニ関スル規定ヲ適用ス此ノ場合ニ於テ第十七条ノ四各号列記以外ノ部分中「十四年」トアルノハ恩給法第六十七条第一項ノ規定ニ依ル一時恩給ノ支給ヲ受ケタル者ニ在リテハ「十七年」ト同法第七十条第一項ノ規定ニ依ル一時恩給ノ支給ヲ受ケタル者ニ在リテハ「十二年」ト第二十七条ノ六第二項中「前ニ退職シタル日」トアリ又ハ前条第二項中「退職シタル日」トアルノハ「地方公務員等共済組合法施行令の一部を改正する等の政令（昭和六十一年政令第五十七号）第二条ノ規定ニ依ル廃止前ノ通算年金通則法の規定に基づく地方公務員の取扱いに関する政令（昭和三十六年政令第三百八十九号）第五条ニ定ムル金額ヲ本府ニ納付シタル日」ト読替ヘルモノトス
別表（第二十七条関係）　（略）

	
	


附　則
　この条例の施行期日は、規則で定める。
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